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研究課題名 真核生物染色体 複製フォークの分子ダイナミズムDNA

研究の概要等 染色体 複製反応は、細胞の有する遺伝情報を正確に娘細胞に、そして子孫DNA

へと伝えてゆくための必須な過程である。この染色体 複製反応は決してスムDNA

ーズに行われるのではなく、複製フォークにおいて染色体 を合成している複DNA

製複合体は常に解離や崩壊の危機にさらされている。本研究では、これら複製フォ

ーク上で繰り広げられている染色体複製装置の形成、解離、崩壊、及び再形成の分

、 、 、 、 。子機構を 出芽酵母 アフリカツメガエル マウス やヒト細胞を用いて研究する

また、これらの過程の異常に起因する分子病態を詳細に解析する。
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